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　平野郷地区は１９９９年大阪市の HOPE ゾーン事業（国交省）の対象になり、大阪市と
国から補助金を得て９年間に３９件の伝統的建物の集景を行ってきました。一方、HOPE
ゾーンの地域内に高層マンション建設が強行されたことをきっかけに、建築物の高さを
制限するための条例制定の運動を展開し、２００７年３月市会において、平野郷地区に
おける「建築物の制限に関する条例案」が可決されましたが、これほど広い範囲で建物
高さを規制した条例はめずらしいとの事です。

他にも商店街に、
平野郷町めぐり
マップが掲示さ
れていました。

「「「「「おおおおおももももも路路路路路地地地地地」」」」」２階は３２畳敷
きの集会所。となり全興寺の
和尚ご夫婦も参加してコマ、お
手玉など伝承遊びの場。１じ
～５じは賑わいの場となって
いるそうです。
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（林の向こうにヘリと大型輸送機がみえる）

嘉手納飛行場に駐機中の大型輸送機

鉄条網にくくりつけられた寄せ書き（辺野古海岸）

基地建設強行を監視する「テント村」
（地元の人が常駐している）
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ヘリ基地建設予定地(枠内）周辺にはジュゴンが生息

住民が米軍の身勝手な境界線の主張を押し返
し、命を張ってがんばっています

米軍が立ち入り禁止の看板を設置


